














　昨年は新型コロナウイルス感染拡大予防対策のためビデ
オ収録でしたが、今年は（クラス単位ではありますが）初め
て新園舎で保護者を前に発表することが出来ました。
未満児クラスさんは・・・
〇0.1歳児さんは普段の朝のルーティーン（挨拶・出席確認
　・手遊び・お歌・リズム遊び）を披露。
　出席確認の場面では、自分以外の呼びかけにも元気には
　ーい　 、お友達が呼ばれる度にハイ　ハイ　ハーイ。
　　　　　お友達がお返事しなかったらその子の腕を挙げ
　てあげハーイ　と普段通り（笑）の様子を見せていました。
〇2歳児さんは普段のお散歩の様子を題材にストーリーの
　あるリトミックを発表。
　沢山の視線にグングンやる気を出す子もいれば、絶対に
　やらない！と意志を固くする子、真面目にしっかりやらな
　きゃと緊張する子がいたりと、それぞれの心の成長過程
　もしっかり見せてくれました。
以上児（3.4.5歳児）さんは・・・
〇3歳児さんの発表は流行語ではなく流行大賞の発表。
　4月から経験した活動の中で子どもたちのお気に入りを
　ランキングにし発表しました。
　英語の歌に手遊び、製作などを差し置いて一位に輝いた
　のはリトミック！！
　リズムに合わせて、つま先立ちでピン！両手広げてピン！
　背筋伸ばしてピン！のポイントをつかみ素敵に表現しまし
　た！
〇4歳児さんは「協力」がテーマの龍谷幼稚園オリジナルの
　オペレッタ
　ひとつひとつの力を合わせると大きな力になる！
　それぞれの自慢できることを認め合い、協力すると大き
　な困難も乗り越えられる！
　「自分が出来る事・得意とする事を自ら見つけ出す姿」や、
　「意思疎通がうまくいかず、自己をぶつけ合い互いに悲し
　い思いをする姿」。「アイディアを出し合い素敵な奇跡を
　起こす姿」等、子どもたちが見せてくれた姿に、先生方の
　思いを込め完成した手作りオペレッタ。
　CDから流れるセリフに、自分たちの声を重ね堂 と々発表
　することが出来ました。
〇5歳児さんは言語劇「ふじぐみ　そんごくう」を発表。
　オリジナルストーリー作成は、子どもたちから仏参の法話
　をきいて何を感じ、どう生活に取り入れているかを聞いて
　みたところ・・・。
　「いけないとわかっているのに、やってしまう」「自分がし
　たことはブーメランのように帰ってくるのは悪い事だけで
　はなく、良い事もと聞き心が軽くなった。」「ありがとう、
　ごめんなさいと言葉で伝えることでお互いの心が温かく
　なる」等など。
　既存のストーリーに、子どもたちの「気づき」をプラスし出
　来た「ふじぐみ　そんごくう」。
　恥ずかしさや不安もありながらも自分の声で、自分なりの
　表現でやり遂げようとする姿がありました。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　副園長　澁谷　真貴子
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